









清 水 泰 行
1．はじめに
本稿では，「熱っ！」「うまっ！」のような「イ落ち構文（1）」について，

























































































本稿における名称 統語構造 形容詞語幹 主語 文の機能
























































































野 2017 : 170）という指摘を行い，























（ 3）a. 先生 i自分 iに甘っ
（http : //comic6.2ch.net/test/read.cgi/cchara/1147949456/）








































































































































































































































































































































井 2006 : 22）ことを係り受けの関係により示している（25）。本稿で取り上
げる「なんて」は，「なんと」のバリエーションの一つであるとされてい
────────────








付ける用法については，角田（1987，新版 2006 : 189）において「中世（清水
注：安土・桃山時代と江戸時代を指す）にはきわめて一般であったし，その名
残は現代にもみられる」と述べられている。
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